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1. 学校の教育目標

本校は広く美術造形・デザイン全般に関する高度な学理と技能の教授、あわせてグローバルな社会に対応

する幅広い教養を身に付けた人格の形成を図り、現代社会に貢献する優れたクリエイターを育成する。

それによって日本文化の発展に貢献することを目的とする。

2. 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

(1) 学習効果の可視化と情報公開の推進

(2) 入学試験制度の改革

(3) 社会貢献・地域貢献活動の推進

(4) アトリエ環境の充実

(5) 社会人教室の実施

3. 評価項目の達成及び取組状況

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 学校の理念・教育目標・育成人材像は定められているか 
　 （専門分野の特性が明確になっているか）　

○ 学校の特色は示されているか

○ 学校の将来構想を抱いているか 

○ 学校の理念・教育目標・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に
　 周知されているか

○ 各学科の教育目標、育成人材像が方向づけられているか

〈課　題〉

コロナ禍を見据えた人材育成の目標達成を図ったカリキュラムの定期的な再点検。

学生自ら掲げた目標へ到達できるよう自主性の育成強化。

高校卒業者のみではなく、幅広い年齢層へ向けた教育提供の長期計画立案。

〈今後の改善方策〉

研究科、社会人教室などの充実を図る。

〈特記事項〉

学習効果の可視化を行い、全教員の情報共有と教育方針の統一を確認。

【評価項目】

（1） 教育理念・目標
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適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか

○ 運営組織や意思決定機能は、明確化されているか、有効に機能しているか

○ 人事、給与に関する規程等は整備されているか

○ 意思決定システムは整備されているか

○ 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか

○ 情報システム化等による業務の効率化が図られているか

〈課　題〉

次年度におけるカリキュラム策定時期の前倒し。

教育活動等に関する情報公開をさらに強化する。

〈今後の改善方策〉

アトリエの快適化、及び効率化。IT化へのさらなる強化と推進。

就業規則の改訂。防災対策の整備を進める。各課担当部署による計画立案と目標達成の確認、情報共有を

定期的に実施。

〈特記事項〉 

2022年度より授業時間を1限目 9：20～10：50／2限目 11：00～12：30／3・4限目 13：30～16：30に改める。

2023年度より「絵画造形専攻」「アニメーション&コミック専攻」を「絵画専攻」「メディアデザイン専攻」に改める。

新型コロナウィルス陽性者、濃厚接触者へのサポートを積極的に実施。

感染症対策を厳しく実施。学内感染をゼロに抑え、自宅待機学生にはリモート授業等で授業遅れの不安を

解消する。

【評価項目】

（2） 学校運営

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか

○ 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した
　 教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか

○ 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

○ キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の
　 工夫・開発などが実施されているか

○ 関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・
　 実習等）が体系的に位置づけられているか 

○ 成績評価、単位認定、進級、卒業判定の基準は明確になっているか

○ 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件が体系的な位置づけ
　 にあるか

○ 関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を
　 確保するなどマネジメントが行われているか 

【評価項目】

（3） 教育活動 
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〈課　題〉

キャリア教育、就職活動学生へのサポートの充実。

フリーランス活動を志望する学生に対してのサポートも強化が必要。

〈今後の改善方策〉

キャリア教育の更なる充実を図り、指導を強化する。

〈特記事項〉 

出席率85％を最低ラインとして明文化し、成績及び出席率低下の傾向が見られる学生には、早期に面談・注意

指導を実施。

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 就職率を向上させるための施策は図られているか

○ 学習成果の可視化が図られているか

○ 退学率を低減するための施策は図られているか 

○ 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

○ 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されて
　 いるか

【評価項目】

（4） 学修成果

〈課　題〉

1年次より就職に対する意識向上を図る必要がある。

卒業生との交流の機会をリモートも含め強化。

〈今後の改善方策〉

引続き卒業生の近況情報の把握。

卒業生との交流の場の復活。

〈特記事項〉 

学習成果を可視化したデータを教員全員が活用。指導に活かせるようになった。
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〈課　題〉

メンタルヘルスに問題を抱える学生への対応強化。

〈今後の改善方策〉

「学生便覧」の全面改訂。

業界、外部関係者と連携を図りながら学生支援、就職支援を強化、改善していく。新たに就職相談室を開設し、

より相談しやすい体制を整える必要がある。

メンタルクリニックの斡旋、紹介などのサポートを強化。

〈特記事項〉 

パソコン、撮影機材の貸出など支援策を実施。

学生へのレンタルパソコンの補償制度に加入。万が一の補償を充実させる。

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

○ 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制
　 を整備しているか

○ 防災に対する体制は整備されているか

【評価項目】

（6） 教育環境

〈課　題〉

地震など災害時の保護者との連絡方法など、防災対策の啓蒙活動を強化する必要がある。

〈今後の改善方策〉

大型修繕に備えて綿密な計画立案。

災害時帰宅困難者へ向けて備蓄品の充実。

CO2削減へ向けての長期計画の推進。

感染症対策における衛生面のさらなる強化。

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 進路・就職に関する支援体制は整備されているか

○ 学生相談に関する体制は整備されているか

○ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

○ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか

○ 課外活動に対する支援体制は整備されているか

○ 学生の生活環境への支援は行われているか

○ 保護者と適切に連携しているか

○ 卒業生への支援体制はあるか

○ 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

【評価項目】

（5） 学生支援
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〈課　題〉

コロナ禍の影響を受け、地方からの入学者、及び留学生が減少する。

留学生に対する募集活動の強化。

〈今後の改善方策〉

今後の少子化対策も見据え、広報活動の見直しを図る。高校2年生、既卒者へ対しての広報強化。

研究科、社会人教室の募集活動の強化。

〈特記事項〉 

留学生受け入れに関し、日本語学校との連携強化を図る。

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 中、長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

○ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

○ 財務について会計監査が適正に行われているか

○ 財務情報公開の体制整備はできているか

【評価項目】

（8） 財 務

〈課　題〉

既卒者等19歳以上の入学生の増加を図る。

研究科、社会人教室の募集活動の推進と強化。

〈今後の改善方策〉

社会人教室の広報活動の強化。

〈特記事項〉 

コロナ禍2年目に入り、その影響が顕在化。対策が急務。 

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 学生募集活動は、適正に行われているか

○ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか

○ 入学選考の時期、基準、方法は適正に行われているか

○ 学納金は妥当なものとなっているか

【評価項目】

（7） 学生受入募集

コロナ後の海外研修生の支援体制の連携と強化。

〈特記事項〉 

外部関係者と連携し、パソコンなどIT環境の充実を図る。

防災活動の地震対策を強化する。
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〈課　題〉

学校評価においては、今後第三者評価による点検を推進することが課題。

〈今後の改善方策〉

第三者評価による点検を図る。

〈特記事項〉 

特に無し。

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか

○ 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

○ 地域に対する公開講座・教育訓練(公共職業訓練等を含む)の受託等を積極的
　 に実施しているか 

〈課　題〉

コロナ禍の影響により、社会貢献活動・地域貢献活動、公開講座などの機会が度々奪われる。

〈今後の改善方策〉

2022年度、豊島区区制90周年に合わせ、更なる社会貢献・地域貢献活動の創出。

豊島区アート・カルチャー特命学生大使の活動のサポート強化を図る。

〈特記事項〉 

東急ハンズ 池袋店閉店に伴い、閉店イベントにボランティアとして参加。店舗の壁画を制作。

防災女子株式会社と連携し、女性向け防災グッズの開発にコンクール形式で参加。商品化となる。

引き続き日本デザイン団体協議会（D-8）のシンポジウムにボランティアとして参加。コロナ感染対策の一翼

を担い、協議会より多大なる感謝と評価を得る。

【評価項目】

（10） 社会貢献・地域貢献

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

○ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

○ 学校評価の実施と問題点の改善を行っているか

○ 学校評価結果を公開しているか

【評価項目】

（9） 法令遵守 
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〈課　題〉

コロナ禍の影響により、留学研修制度の派遣、海外アーティストの招聘などの一部行事が中止となる。

留学生応募者の減少。

〈今後の改善方策〉

留学研修制度や海外アーティストをリモートなどを使用し、招聘の充実。

〈特記事項〉 

特に無し。

適切：4／ほぼ適切：3／やや不適切：2／不適切：1 

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

4　 ３　２　１

○ 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか

○ 留学生の受入れ・派遣・在籍管理等において適切な手続き等がとられているか

○ 留学生の学習・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか

○ 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか

【評価項目】

（11） 国際交流

4. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

創形美術学校は、美術・デザインの造形教育アカデミーとして数多くの優れた人材を輩出してきた。また社会人

としての自覚・責任を持つと共に時代の大きな変化にも対応できる柔軟性と応用力を兼ね備えた人材育成

にも努めている。常に時代の一歩先を見据えたカリキュラムを組み、グローバルな視点に立った最先端の教育

をより効果的な指導方法で取り組み、また日々怠ること無く、更なる教育内容の充実と研鑽を図っている。

キャリア教育などクリエイティブ業界のプロである教員の繋がりを活かし、教員全員で1年次から取り組んで

いるところは評価できる。ただ世の中でコロナ禍により落ち込んだ求人が徐々に回復している中、就職率が上

がっていない部分は、簡単では無いだろうが今後の課題である。またプロの作家を希望する学生も居ること

から、就職講座の他、「フリーランス講座」のように将来、フリーランスとしてきちんと一本立ちできるように、

もっと早い段階からのサポートは強化する必要がある。その他引き続き外部の意見を取り入れながら、キャリア

教育の強化と積極的な情報開示に取り組んでいかなければならない。

（1） 教育評価

コロナによる影響を受け、令和4年度の学生募集において定員数を割り込んでしまったのは今後の学生応募

などに課題を残した。次年度に向けた早期の対策が急務である。災害時対応は進んだとはいえ、直下型地震に

対してはまだ充分とは言えない。引き続き対策が必要である。また大規模修繕に向けコンサルタントに依頼し、

ロードマップを作成している事は評価できるが、金額が大きいことからコストと修繕部分の選定など充分な

検討を求める。

（2） 財務評価 
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多くの学生が豊島区アート・カルチャー学生特命大使となり、豊島区のSDGsの取り組みを理解した上でボラン

ティアに励み、あるいはコロナ感染防止の映像を制作し、豊島テレビで放映されるなど、社会貢献や地域貢献

に積極的に取り組んだ点など、学生達の頑張りは高く評価できる。継続的に行われてきたボランティア活動の

推進がはっきり現れてきたと言える。また、「女性防災セット袋デザイン企画」コンクールでは多くの学生が参加。

被災時の女性へ向けた防災グッズセット袋のアイデアが良く、その後、日本防災女子株式会社さんが商品化へ

動いた点などは今の世の中を意識した取り組みが実を結んだ成果と言えるのではないか。次年度はさらに学生

達がここで満足する事なく、積極的に活動を広げていくことを期待したい。

（3） 社会貢献・地域貢献

新型コロナウィルスの感染拡大をさせず、対面授業の比率を高く保ち続けた事は大変評価できる。室内換気、

アルコール消毒、検温などの感染防止の徹底。また濃厚接触者への対応など非常にきめ細かく、自宅待機学生

へ不安を感じさせないよう毎日の連絡など業務が拡大する中でもしっかり実施された点も素晴らしい。学生へ

のパソコンの無償貸出など学生の教育環境の充実。また卒業生の施設利用が出来る点も在校生との交流の

機会が増えるなどメリットも大きく評価できる。今後の継続も求めたい。

（4） 自己評価

引き続き教育の質を保った対応は高く評価できる。コロナ禍において全学年の退学率が7％と低く、在校生が

通いがいのある学校として評価が高い点は、日頃の努力の結果だと考えられる。昨年に続き、国際交流の行事

が中止されたのは残念であるが、学校が出来うるフォローは行っていた。これは致し方ない。しかし今後水際

対策の緩和により、留学生が増加した場合を見越した体制作りが必要だ。また、キャリア教育の強化と就職

活動のサポート対策はすぐにでも取り組んでほしい課題だ。一方で、ファインアート科の卒業後の姿として

フリーランス活動を、作家を仕事と捉え、制作表現においての指導だけではなく、社会人としての責務を指導

していかなければならない。更に、アートやデザインで学んだことは直接的なクリエイティブな業種でなくても

発揮できるはず。卒業生がクリエイティブな業種以外の職に就くことを肯定する指導も引き続き行ってほしい。

就職活動フォロー制度という素晴らしい制度があるのだから、更なる活用が出来るように充実させる事が

必要だ。

（5） 学校関係者評価

5. 学校関係者評価委員の評価結果について

学校法人髙澤学園創形美術学校の令和元年度自己点検・自己評価の結果に基づいて学校関係者評価を

実施した結果、上記報告書は、創形美術学校関係者評価委員として、妥当な評価であることを確認し、

認めます。

創形美術学校評価委員　令和 4 年 6月24日

デザイン事務所 代表取締役 　飯田淳

豊島区「国際アート・カルチャー特命大使」  　田中北斗
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